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第２回砥部町健康づくり計画及び食育推進計画策定委員会会議録 (概要 ) 
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１開会  

 

２会長あいさつ  

 

３議事 

（１）砥部町第２次健康づくり計画・食育推進計画＜中間評

価・見直し＞（案）について  

 

砥部町第２次健康づくり計画・食育推進計画の中間評価・見

直し（案）について事務局から説明をお願いします。  

 

砥部町第２次健康づくり計画・食育推進計画＜中間評価・

見直し＞（案）について説明 

 

ただ今の説明につきまして、何かご質問、ご意見はござい

ませんでしょうか。 

今事務局が説明した内容で、これから５年間の目標値がみ

えたと思いますが、この点はもっと強く言ったほうがいいと

か、間違っているとか分かりにくい等何かありませんか。 

 

乳幼児がいる家庭の分煙について、これはもっと強く言え

ないのでしょうか。 

 

２２ページの推進する事業をご覧ください。乳幼児がいる

家庭に対して、家庭内分煙の普及啓発を推進していこうと考

えております。具体的にどのような手法をとるかということ

について、現時点ではあくまで５年間の計画ということで詳

細までは申し上げられませんが、チラシの配布や４か月児相

談でアンケ－ト調査の実施を考えております。 
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よろしいでしょうか。 

 

まあ徐々に行うということなんですね。 

 

先ほど事務局から説明がありましたように、公の場や集会

所は１００％禁煙化・分煙化されていますけど、子どものこ

とはもっと強く進めた方がいいという意見があり、町の方は

チラシを配る等を行うということですが、そういうことでよ

ろしいでしょうか。 

 

はい、そういうことでよろしいです。 

 

その他、何か気がついた点がございましたら、お願いした

いのですが。 

 

食する時に「よく噛んで食べなさい」と言われますが、よ

く噛んで食べればどういう効果があるのか、また何回以上噛

んだらよく噛んだと言えるのか、その２点を教えていただき

たいと思います。 

 

そうですね、私もテレビの受け売りで言ってもいけないの

ですけど、大体３０回以上噛んだら噛んだということになる

と聞いたのですが。 

 

３０回も噛まないといけないのですか。 

 

はい。事務局はどうでしょうか？ 

 

歯科の先生が来られていますので、ご意見を伺いたいと思

います。 

 

毎食一口一口３０回以上噛むのは、まず不可能です。子ど
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もたちにも言っているのですが、最初の一口を３０回５０回

噛む、そうすることによって習慣づけができるため良いと

我々は学校の中では指導しています。お腹の空いている時

に、３０回も噛めないと言われるかもしれないけど、一口目

は噛み応えのあるものを、ゆっくりしっかり３０回噛むと決

めてやっていただくといいと思います。 

噛むことによって当然、様々な効果があります。噛むとい

うことは、これから食物が行きますよという指示が出て、胃

腸を刺激していくわけですね。それで準備ができるわけで

す。それと同時に、噛むということは唾液を出しますので消

化・吸収によい助けになります。また、認知症防止にもなり

ますしいろんな効果があるわけです。 

 

ということは、ガムを噛むのも同じ効果があると考えても

いいのですか？ 

 

ガムを噛むということは、車の運転中に眠気防止やストレ

ス発散、またスポーツ選手に多いのですがリラックスする等

いろいろ効果があります。それも人それぞれによって違うの

で、日本では人前でガムを噛むというのはいただけないよう

になっていますけど、いろんなスポーツ関係ではリラックス

する、また反対にアドレナリンを出す等取り入れることによ

って効果があると言われています。 

 

そういうことでよろしいですか。その他に何かご質問ござ

いませんか。 

 

１３ページの参考となるデータで、小学６年生と中学３年

生で数が分かれていたらありがたいと思います。 

 

事務局、どうでしょうか。 
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１３ページの参考となるデータは全て、小学６年生にとっ

たアンケ－トを基にしており中学生は含まれていません。 

 

全て小学６年生ということですね。 

 

それならば、児童という表記を小学６年生に変更した方が

わかりやすいのではないですか。 

 

事務局、どうでしょうか。 

 

委員のおっしゃるとおりです。１３ページの参考となるデ

ータは、「児童」という表記を「小学６年生」と変更するか

「児童（小学６年生）」とし、よりわかりやすくしたいと思

います。ただ、１２ページの指標に関しては変更できません

のでご了承ください。 

 

１３ページの参考となるデータは、「児童」を「小学６年

生」という表記に変更するということでよろしいでしょう

か。 

 

はい。 

 

その他、何かご意見ございませんか。 

 

「保育園のもちつきでの世代間交流」を、ノロウイルスが

流行した時に廃止したということですが、私の上野地区もも

ちつきを毎年子どもを含めて行っています。とても人気があ

り今年も１２月上旬に予定していますが、それもやらない方

がいいということでしょうか。 

 

区の行事については、そこまでは規制はしていないと思い

ます。私方の隣の区でも、家にある杵と臼をお貸しすること



 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

委員  

 

委員  

 

 

事務局  

 

 

 

会長  

 

 

委員  

 

 

 

 

 

にしておりますが、そういう交流で地域の発展や地域のコミ

ュニケーションを進めることに関しては、そこまでは立ち入

っていないと思います。私の個人的見解ですが、そのように

思っています。 

 

もちつきの件ですが、３０ペ－ジの一文を削除させていた

だいたのは、やるべきかやらないべきかという以前に、こち

らは保育所の行事でしたから、保育所の判断で保護者への配

慮でこの事業を取りやめた、という経緯のご説明をしたとい

うことです。会長さんがおっしゃっていたように、どうされ

るかはそれぞれの区の判断だと思います。ただ、砥部町が推

進する事業としては、廃止された事業を載せるわけにはいき

ませんので、今回削除させていただいたということです。 

 

承知しました。 

 

こころの健康講座の若年層の対象者を教えてほしいので

すが。 

 

現在は各小中学校の養護教諭部会において、こちらから呼

びかけて希望のあった学校で実施しています。現段階で小学

５年生、中学２年生に実施しています。 

 

はい、小学校・中学校と言うことで事務局からご説明があ

りましたが、よろしいでしょうか。他に何かありませんか。 

 

１７ページの「地域の人と何かをすることは、自分の子ど

もの生活を豊かにすると思う」というところは増加していま

すが、１５ページの「児童クラブ、育児サークル等子どもを

連れて出かける場に行く人の割合」は下がっているというこ

とで、今の傾向は早く仕事に行き始めている人が多く、児童

クラブや育児サークルに行けないと思うので、仕事に行かれ
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ている方は「使用しない」という答えになると思います。家

庭で保育されている方は、利用の割合が上がっているかもし

れないし、保育園や幼稚園を利用されている方は下がってい

るかもしれない、そこがかなり違ってくると思います。私た

ちが開催しているつどいの広場の利用も、仕事に行ってる・

行ってないでかなり左右されると思うので、このデータがも

う少し細かく出たら、行き場が必要なのか必要じゃないの

か、ということがはっきりするのではということを感じまし

た。 

 もう一点が、学校でのＳＮＳの問題ですが、先日も中学校

で保護者を含めた講演会がありましたが、昼間の時間だった

ということもあって残念ながら保護者の参加が３名でした。

そういう研修は一緒に受けた方がいいと、保護者の方からも

よく聞きます。また、ＳＮＳのことでトラブルも発生してい

たり、家の中でも親子間で問題視していたり等聞くので、求

められていますが、実際やるとそれくらいという現状です。

子どもたちも授業で学びよく知っていると思うので、あまり

聞き慣れてしまっても問題と捉えなくなるかな、とも思いな

がら説明を聞きました。やはり、子どもたちを危険から守ら

ないといけないととても感じている部分ですが、学校はどう

いうことを周知しているか、子どもたちとどういうル－ル作

りをしているか、子どもたちがどういうスマートフォンの使

い方をしているかということも踏まえて、そのやり方や伝え

方等をもう少し連携していただきたいです。数が多くなるこ

とが良いことでもないと思いますし、学校と連携してその周

知を図り、いろんな聞ける場があるとか、親も選択して聞け

る場があるというところがあったらいいかなと思いました。 

 

まず１点目アンケ－トに関してですが、次回５年後になり

ますがご意見を活かし、もう少し詳しく調査していきたいと

思います。アンケ－トに答えていただいた方の背景がわか

り、実際にどのような場や活動があればいいのかがわかるア
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ンケ－トの取り方を考えていきたいと思います。 

２点目ＳＮＳの件ですが、現在こころの健康講座を行うな

かで、小中学校の養護教諭部会に入り、学校ごとにどのよう

な内容が必要なのか検討し教室に臨んでおります。ＳＮＳに

関しては現在学校から要望が出始めたところで、さわりしか

行っておりません。これからより内容を深めていきたいとい

う方向ですが、こちらもご意見通り連携して効果のある教室

にしていきたいと考えます。 

 

その他にございませんか。 

 

２８ページの朝食を食べない理由として「時間がない」と

いう理由が平成２５年から平成３１年に向けて随分増えて

おり、これは食育云々以前の問題だろうと思いますが、ここ

らが一番問題になってくるのではないかという気がします。 

 

どうでしょうかね、時間がなくて食べないというのが実際

増えていますけど。 

 

ご指摘の通りだと思います。これは、食の問題だけではな

く、生活リズム・生活の時間等々の問題が関わってきます。

朝早く起きられない原因はアンケ－トによると、テレビを見

ていたりゲーム・ＳＮＳをして夜寝るのが遅くなっているよ

うです。それは食育推進計画だけでは解決できないところも

あり、健康づくり計画の重点目標５「生活習慣を改善する」

の基本目標１「規則的な生活リズムをつくる」にも関わって

きますので、合わせて推進していきたいと思います。 

 

先ほど事務局が申し上げたのは小学６年生・中学３年生で

ありまして、夜更かしやＳＮＳ等が原因だろうと思います

が、両方とも平成２５年に比べ平成３０年は下がっていま

す。上がっているのは一般の住民です。そうなると、一般の
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住民がなぜ「時間がない」が増えたかですが、考えられるの

はおそらく共働きが増えたからだと思われます。 

 

よろしいでしょうか。 

 

はい。まあ、子どもがちゃんと食べているなら、将来的に

は問題ないと思いますがね。 

 

今、事務局が言われましたように現代はコンビニができた

り、テレビ・パソコン・携帯電話の普及が進みまして、昔だ

ったら「夜８時になったら寝ないかんよ」と言っていました

が、子どもも塾に行く時間が多くなったりと夜型になってい

ます。コンビニは２４時間やっているので、人間自体がコン

ビニに行ったりと夜遅くまで起きている、そうすると朝早く

起きられないということになります。食育に対しても同じよ

うに、朝食を食べられないということも一般の住民にもあり

ます。また、家庭では特に共働きの人が、一般の男性も女性

も出勤に時間がかかるので朝食が摂れないことが多いので

はないかと思いますがどうでしょうか。 

 

２７ページのところで、基本目標２の「毎日朝食を食べて

いる人」の割合ということでは、一般の人も８０.４％と増

えてきているので、食べている人は少しずつ増えてきている

けど、食べていない人の中でどういう事情で食べてないかと

いうことを、２８ページに理由を表しています。その中に、

時間がないとか食欲がないとか増えてきていますが、食べて

いる人は少しずつ増えているのかなと私は思いました。 

 

そういうことでよろしいでしょうか。その他ご意見ご質問

ございましたら、お願いしたいのですが。 

ないようなので、本日都合でご欠席されている川崎委員か

らご質問がありますので、事務局から説明していただきま
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す。 

 

砥部町立小中学校校長会川崎委員からの事前の意見とそ

の回答を合わせて 7 点報告します。  

５ページ「食を愉しむネットワ－ク会議」がどのようなも

のか注釈があればよい、という意見をいただきました。これ

に関しては、「食を愉しむネットワ－ク会議とは、関係機関

が集まり食育を推進することを検討する会」のことであり、

その注釈を５ページの図の下方に作成します。  

９ページの重点目標３の基本目標（１）子どもから高齢者

まで、繋がりをひろげるの「繋がり」という漢字は、ひらが

な表記にした方がよい、という意見をいただきました。これ

に関しては、本計画は１０年計画であり、ご意見をいただい

た点は計画自体を変えることになるため、「つながり」とふ

りがなをつけて対応します。同じ表記のところは全てふりが

なをつけます。  

１３ページのワ－キングでの意見１行目「学校で、ＳＮＳ

の問題やゲ－ムの依存・トラブルが多い」とあるが、多いと

いうと比べるものがないので「ある」という事実の記載にし

た方がよい、という意見をいただきました。これに関しては、

「多い」を「ある」に変更します。  

１９ページの図８、図９は年代別のデータであるが、前ペ

ージの指標項目は「おとな」の割合であり、その説明のデー

タを記載した方がわかりやすい、というご意見をいただきま

した。これに関しては、図８、図９は１８ページの指標１に

ついてより詳しく提示したものであり、このままの図を載せ

たいと思います。  

２０ページ指標の基本目標４「１歳６か月児健診でむし歯

がない児の割合」「３歳６か月児健診でむし歯がない児の割

合」とあるが、「児」だけではわかりにくいので「幼児」と

記載した方がよい、というご意見をいただきました。これに

関しては、先ほど説明したとおり指標は変更しない方がよい
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ため、注釈を「児とは対象年齢の幼児です」と加えます。他

にも同じような表記がありますので、同様にします。  

２１ページ図１０~１２までを、基本目標の順番に合わせ

て図１１・図１２・図１０の順番に変更した方がよい、とい

う意見をいただきました。これに関しては、順番を基本目標

に合わせて変更します。  

２８ページ図１４の４つのアンケ－トの順番を２７ペー

ジ指標の基本目標２のアンケ－ト順番に合わせた方がよい

というご意見をいただきました。これに関しては、順番を、

基本目標に合わせて変更します。  

以上７点のご意見をいただきました。貴重なご意見をいた

だきまして、大変ありがとうございました。  

以上で説明を終わります。  

 

続きまして事務局よりその他について説明いただきます。 

 

事務局より、今後の流れ・次回の日程調整について説明  

 

何かご意見やご質問はございませんか。 

 

アンケ－トを実施するときの対象者の人数は同じでしょ

うか。バラバラだったら、母数を一緒に合わせているのか平

均なのか、どうされているのでしょうか。 

 

対象者全員にアンケ－トをとります。年によって人数は異

なりますから、その割合で表しています。 

 

その他何か、ご意見・ご質問はございませんか。 

これで議事が全部終わったというわけですが、委員の皆さ

まには、貴重なご意見をいただきましてありがとうございま

した。以上を持ちまして、第２回砥部町健康づくり計画及び

食育推進計画策定委員会を閉会させていただきます。 
 


